
日 曜 ふくやま書道美術館常設展示室・展示室 ふくやま美術館２階・多目的室 　

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水 一般 150円(120円)

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

■社会福祉施設に入所されている方（入館料観覧料減免申請書の提出が必要）

■福山市、府中市、神石高原町に住所を有する65歳以上の方

(運転免許証やマイナンバーカードなど、住所・年齢が確認できるものが必要)

■身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳をお持ちの方、及びその介護者１名

次の方は観覧料が無料です

※(　)内は有料20名以上の団体料金

2026年 8月

所蔵品展観覧料

高校生以下無料

第21回一緒にかく古代文字展

中国近代からの、学校の先生の始まりについてもっと知ろう！！

〒720-0067 福山市西町二丁目4番3号

ＪＲ福山駅福山城口(北口)から西へ約400m ℡ 084-925-9222

Webページ www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/fukuyama-syodo/
電子メール syodo@city.fukuyama.hiroshima.jp

※開館時間は午前９時３０分から午後５時までです。

展覧会内容

ふくやま書道美術館 催物案内

夏の所蔵品展Ⅱ

「学校の先生

―中国書画にみる教育者の姿」
会期：2026年7月3日(金)～8月23日(日)

休館日：月曜休館

開館時間：午前9時30分～午後5時

※ただし8/1(土)、8/8(土)、8/15(土)、8/22(土)は

夜間開館のため午後7時まで開館。

会 場：常設展示室・展示室

8月25日(火曜日)~8月27日(木曜日) 展示替えのため休館

潘天寿《竹雀図扇面》

本展覧会では中国近代教育の歴史とともに民国から現代までの時代に教育者としても活躍した書家たち

をご紹介します。彼らの生きた時代は政治的変転を繰り返した時代であり、中共の文革では「文化の焦土」を

体験しました。中国の精神的基軸ともいえる書(画)を、生涯をかけて守り継いだ「教育者」たちの作品を通し、

世俗の狂騒に屈することのない文人としての精神と情熱を感じ取っていただきます。

会期：8月1日(土)～8月16日(日)

場所：ふくやま美術館2階多目的室

（ふくやま書道美術館と同フロア）

開催時間：午前9時30分～午後5時

展覧会内容

本展は、6月と7月に開催した古代文字を書くワー

クショップで制作された毛筆作品を展示します。

漢字の最も古い形の古代文字からヒントを得て自

由に書かれた作品は、活き活きと表情豊かで個性

にあふれていますよ！

入場無料です☆彡 お気軽にご覧ください☆

秋の所蔵品展Ⅰ「茶掛けの書」 会期：2026年8月28日(金)～10月18日(日)

休館日：月曜休館 開館時間：午前9時半～午後5時 会 場：常設展示室・展示室

「学校の先生」展出品作の作者である先生たちの中から、5名の先生たちをご紹介！

伝統的な書芸術の存続とさらなる発展に人生を懸けた情熱的な方々です！

実際に作品と対峙することで、先生たちの文化に対する情熱を感じる事ができるかもし

れません！ぜひ会場でその熱量を感じてくださいね！

李瑞清

(1867～1920)

中国近代書道教育の先駆け的人物。1906年両江師範学堂の校長となる。

「嚼得菜根、百事可做」という、『菜根譚』にある名言を引用し、これを教育理念として

斉白石

(1863～1957)

農家の家庭に生まれる。12歳のころから指物大工に弟子入りし、27歳までは木工職

人として仕事をした。60歳以降北京に住み、1918年創立した北京美術学校の後身であ

る、北京芸術専門学校の教授として教壇に立つ。

呉東邁

(1886～1963)

呉昌碩の三男。呉昌碩が体現した詩書画篆刻一体の伝統的拠点として、

呉昌碩没後、昌明芸術専科学校を呉昌碩の弟子たちと創立。教師として活動。

上海美術専門学校で教鞭をとる間、詩画を呉昌碩に教わる。国立芸術専科学校校

長(北京美術学校と国立芸術院の合併校)、国立杭州芸術専科学校の校長も務め、各

都市で中国書画の本髄を伝えた。

潘天寿

(1897～1971)

朱屺瞻

(1892～1997)

中国近代油画界の大家である劉海粟とも親交があった人物。上海図画美術院入学

の翌年、立場を変え教師として教壇に立つ。1917年さらなる研鑽を求め日本へ。1929年

の帰国の後、斉白石と出会い交流を続けた。
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